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楽 し 学 舎 ～Challenge 「共に前進」～

長い夏休みが終了し、２学期が始まりました。今、こうして皆さんの前で話ができることに、喜びを感じてい

ます。それは、５８９名の皆さんが大きな事故にあったり、重い病気にかかったりした人がいなかったというこ

とです。

夏休み期間中、皆さん一人一人は、夏休みにしかできない貴重な経験を積み、精神的にもたくましくなっ

て２学期を迎えたことと思います。

７月２１日から始まった夏休み。同時に、各部活動ごとに県大会が始まりました。皆さんも知っての通り、

団体では、バレーボール部・男女柔道部・女子剣道部・男女卓球部が、個人では男女柔道部・男女卓球部・

男子ソフトテニス部・女子剣道部・水泳部・陸上部が県大会の舞台で活躍しました。各部とも熱い試合を展開

していました。そんな厳しい県大会を勝ち抜き、見事、関東大会へ駒を進めた、柔道部・水泳部の選手の皆

さんは、学校代表として、茨城県の代表として、関東の地でも「神栖二中」の名をとどろかせてくれました。県

大会や関東大会では、一人一人が学校の代表としての看板を背負い、一生懸命に戦ってきました。また一

つ神栖二中の伝統を築きあげることができました。選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。そして全校生徒

の皆さん、応援ありがとうございました。

さて、２学期を迎えるにあたり、皆さんに期待することは、１学期同様、教育目標の「自立・協働・貢献」の３

つの精神をもって生活してほしいということです。自分のこと、自分たちのことは自分から進んで行動するこ

と。周りの人達と協力しあうこと。人のため、そして学校や地域のために汗を流すことができる行動をとるこ

と。この３つの精神を１学期に培った経験をもとに発展させ、自分自身の成長につなげてください。

そのために、学校生活や校外生活のすべての場面で『自分で考える』ということを２学期の目標のキーワ

ードにしました。授業でも、部活動でも、自分で考えて行動に移してください。すぐに誰かに頼るのではなく、

自分の力で考えて、自分の言葉で答えを出してください。人から教わったことはすぐに忘れてしまい、力にな

りません。自分で苦労して出した答えは、決して忘れることなく、これからの自分自身の力になってきます。そ

して、自分たちで行動するからこそ、楽しい学校生活を送ることができるのです。その一つ一つの積み重ね

が皆さんを大きく成長させてくれるのです。

２学期は修学旅行や校外学習、文化祭や総合学習の発表など、たくさんの行事があります。学校生活を

楽しくするためにも、自分たちは何をすればいいのか考え、協力しあい、学校のため、友達のために身体を

張って汗をかくことができる、そんな二中生に、近づいていってほしいと、強く願っています。皆さんなら必ず

できるはずです。

神栖二中の生徒や先生、家庭や地域のみんなと共に、考え、行動できる２学期にしていきましょう。

《※２学期始業式の「学校長式辞」を一部加除修正して掲載》

２学期始業式～生徒代表発表～

【１年生代表】 「２学期に頑張りたいこと」

２学期頑張りたいことが３つあります。

１つ目は勉強面です。１学期には余裕のあった学習でも、２学期、３学

期となると一段と難しくなるので、苦手な教科があったら自分から進んで

予習･復習を行っていきたいです。

２つ目は部活動です。夏休みの厳しい暑さの中、頑張った気持ちを大

切にこれからも練習を頑張りたいです。入部している女子剣道部は２年

生の先輩方がいないため、１年生が試合に出ることになるため、１回１回

の練習を大切に取り組んでいきたいです。

３つ目は生活面です。登下校も含め、きちんとした態度や身だしなみで授業などに集中できる生活を送りたいで



す。そのためにもルールを守る事を大切にしていきます。

２学期はこの３つの目標を達成し、楽しい学校生活を送りたいです。

【２年生代表】 「２学期に頑張りたいこと」

長い夏休みも終え、これからたくさんの行事が待ち受けている中で、２学期に頑張りたいことが３つあります。

１つ目は学習面についてです。１学期の実力テストでは、頑張ってテスト勉強を行ってきたものの、自分が目指

していた点数に達することができず、悔しい思いをしました。そこで、今後の学習につなげるために結果だけでは

なく、努力したことにフォーカスを当てることが大切だと考えました。頑張ってテスト勉強をしてきたことは経験とし

て自信につなげ、それを活力とし、モチベーションも保ちながら目標達成できるように頑張りたいです。

２つ目は部活動についてです。所属している吹奏楽部は、サマーコンサートで３年生が卒部し、新たな体制へと

突入します。その中で、自分たち一人一人に何ができるのかを考え、それを実行していきたいです。また、部活動

の中での最高学年として、後輩の手本となれるように努力していきたいです。

３つ目は行事についてです。２学期は校外学習や友愛祭・合唱コンクール等の様々な行事があります。友情を

深めたり、学級のまとまりを実感したりすることが、成長につながる大きなチャンスだと思います。その中で、協調

性を身に付けたり、様々なことに挑戦したりして、学級や学校全体に貢献できるように頑張っていきたいです。

中学校生活も折り返しとなりました。これらの抱負をいかして、実りある２学期を過ごしたいです。

【３年生代表】 「２学期の目標」

２学期を迎えるにあたって、頑張りたいことが２つあります。

１つ目は勉強面についてです。１学期は英語や数学などの苦手な教科から逃げてしまっていました。やってもで

きないと自分で感じてしまい、得意な教科を伸ばそうとしていました。しかし、今年は受験があります。受験が近づ

いています。今までのように得意な教科を伸ばすだけでは、全体の点数は上がらず、目標とする高校に合格でき

ないかもしれません。だから、２学期は一日１０分からを目標に苦手科目の復習に努め、少しずつ目標とする点数

に近づけるよう頑張ります。そして、自信をもって進路を選択できるようにしたです。

２つ目は行事についてです。中学校最後となる文化祭が行われます。その中でも「合唱」に力を入れていきたい

です。１年生の頃から、合唱曲を覚えられるか、クラスの人達と一つの曲を作り上げることができるのか等、毎年

心配になっていました。しかし、本番では必ず自分たちが納得のいく合唱をすることができていました。今年も様々

な不安が出てきたり、困難に立ち向かわなければならないときがくるかもしれません。しかし、クラスでまとまり、３

年生としてふさわしい合唱ができるよう頑張りたいです。そのためにも練習時間を有効に使い、パート練習や全体

練習に力を入れ、金賞を目指したいと思います。

以上の２つの目標を胸に、２学期を過ごしていきたいと思います。

【３年生代表】 「２学期に頑張りたいこと」

２学期に頑張りたいことが３つあります。

１つ目は勉強面です。勉強面で必要だと思うことが２つあります。１番目ははオンとオフのめりはりを付けること

です。１学期間あまりめりはりを付けることができず、集中していなかったと思います。友達と話をしていて号令が

あってから教科書やファイルを取りに行ったり、集中して授業に取り組んでいなかったりしたからです。２番目は苦

手な教科を克服することです。苦手教科を頑張ろうと思っても全然勉強していなかったので、今年こそは受験もあ

るので苦手なところも逃げないで取り組んでいこうと思いました。また、受験に向けて授業内での姿勢や態度を改

め、苦手教科の克服につなげていきたいです。

２つ目は駅伝と陸上です。今年は中学校最後の駅伝になります。駅伝での目標は、チームでは県東地区優勝、

県大会４位以内で関東大会出場です。個人では県東地区区間賞、県大会５位以内、関東大会９位以内を目指し

ています。夏休みの練習では自主練という形で、例年より多くの先生方が一緒に走りながら励ましてくれました。

まだまだ続きますが、多くの先生方への感謝の気持ちをもって走り、よい結果を出して関東大会へ出場することが

一番の恩返しだと思っています。さらに駅伝での個人目標は、アンカーを走り、去年の先輩のタイムを更新するこ

とです。先輩は憧れの存在で、ずっと目標にしてきました。今シーズンのトラックでは、あと１秒足りずに先輩のタ

イムを抜くことができなかったので、駅伝で先輩のタイムを抜くことを目標としました。学校のスローガンである「不

撓不屈」の精神で最後の１秒まで諦めず、絶対に勝つという強い気持ちで走りたいと思います。

３つ目は人間性を高めることです。先日、世界陸上の１週間前に 3000m 障害日本代表の三浦龍司選手にお目
にかかりました。その際、忙しい中でしたが、ずっと笑顔で私たちに対応してくれたり、帰り際には頭を下げてくださ

ったりしました。そのとき、世界で通用する人は人間性が違うと感じました。人とかかわる中で一番大事なことは人

間性だと思います。私も三浦選手のようにどんなときにも笑顔で対応できる人になりたいと思いました。

《※２学期始業式内の「生徒代表作文発表」を一部加除修正して掲載してあります》


